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１．事業の位置付け

都市整備部　みどり公園・水辺課

○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 ○ 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

平成27年度
Ｃ：十分に成果をあげることができなかった

の検証結果

進捗状況

②：若干遅れている

遅れている理由 コスモスの摘み取りイベントが雨で中止となったため。

平成27年度の主な取組と成果
６月にポピーの摘み取りイベントを実施し、ポピーの摘み取りイベントには３，０００人の来場がありました。また、ボランティア
団体の「馬入花畑の会」は外部団体との作業やイベント実施等の活動を行いました。

平成27年度

目標 575 600 735

実績 755 696 636

成果指標②

指標名 年間ボランティア参加者数 単位 人

説明・算定式

平成25年度 平成26年度

平成27年度

目標 9,700 9,700 9,700

実績 7,350 6,360 3,000

成果指標①

指標名 イベント時来場者数 単位 人/回

説明・算定式

平成25年度 平成26年度

平成27年度

目標 50 50 50

実績 54 51 50

活動指標②

指標名 年間ボランティア維持管理作業数 単位 回

説明・算定式

平成25年度 平成26年度

総合計画の
位置付け

'03 基本目標３　　人と自然が調和した、やすらぎのあるまち

'02 ②〈住みごこち〉　人にやさしい居住空間をつくる

'02 2 身近な生活環境を充実する

平成27年度

目標 2 2 2

実績 2 2 1

活動指標①

指標名 イベント開催回数 単位 回

説明・算定式

平成25年度 平成26年度

事業評価シート　（平成27年度分） 1

事務事業名 馬入花畑整備事業

事業担当

委託、協働 馬入花畑の会

目的・目標 事業の概要
馬入の花畑「馬入・光と風の花づつみ」が、市民に愛され、
魅力ある花畑になっています。

馬入の花畑「馬入・光と風の花づつみ」が愛され、魅力ある
花畑とするため、市民との協働による維持管理を行います。

根拠法令等

対象・受益者 市民、水辺利用者 事業期間

事業種類
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□ 市民ニーズ

■ 事業目的の達成状況 高

■ 市の関与の必要性 低

□ その他

□ 上位施策への貢献

■ 市民満足度を高める方策 高

■ 継続による成果向上の可能性 低

□ その他

■ 事業の目的、対象、内容

□ 受益者負担、補助額 高

□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中

□ その他 低

□ 業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高

■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中

□ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．今後の事業展開（担当課としての提案）
平成29年度の取組方針

ボランティア活動については、参加者を増やすための仕組みづくりや、地元企業、学生及び地元自治会等へのＰＲを行うこと
により、充実を図ります。また、花畑の認知度を高めるため、花畑の管理やイベントの充実に努めます。

課長コメント
今後は草花の配置調整や土壌研究により、季節ごとの花を咲かせ、魅力ある花畑にすることにより、多くの市民に愛され、さ
らなる観光の拠点となるよう努めていきます。

事業費　(A) 12,953 11,306 11,358

執行率　(%) 99.37 83.80 82.51

その他　特財 0 0 0

一般財源 12,953 11,306 11,358

0 0 0

起債 0 0 0

事業内容

各種イベントの開催 各種イベントの開催 各種イベントの開催

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金

今後に向けた課題の分析
ボランティアの年間参加者数を増加させるため、ＰＲ活動の充実が必要です。また、花畑の認知度を高めるための方策を検討
する必要があります。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

決算額 決算額 決算額

妥当性

本事業の当初目的は河川敷の不法投棄対策を発端として
行われましたが、今後は観光資源としての充実を図ってい
きます。 ○

●

○

効率性

ボランティア組織の拡充や短期的な活動の受入れ及び地
元、企業参加等の拡大を図っていきます。

○

●

○

季節ごとの花が咲く花畑は市民の憩いの場として高い関心
が寄せられています。約３haの花畑をボランティア組織だけ
で維持管理することは難しいため、市の関与は必要です。 ●

○

有効性

花の生育は暑さや台風等自然環境に影響され、イベント開
催も天候に左右されます。その中で、市民満足度は高いも
のがあり、事業を継続することにより、観光資源としての有
効性は高いと考えられます。

●

○
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項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性


